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研究成果の概要（和文）：地上放送局とBS放送局の番組編成を分析したところ、公共放送と民間放送局、地上放送局と
BS放送局でジャンル別番組放送時間に差異があり、多元性の確保と新たなチャンネルの登場が多様性の向上に貢献する
ことが示された。一方、資本関係がある地上放送局とBS放送局の番組編成の方が、資本関係のない放送局の番組編成よ
りも差異が大きいことが示された。このことは、多様性確保を目的とする放送局の所有規制に疑問を呈することを意味
する。また、地上放送市場の番組編成の変化は、視聴者のニーズの変化に対応した結果というよりも供給側の要因によ
るところが大きいことも示された。

研究成果の概要（英文）：This study calculated the program diversity and the programming differentiation of
 both terrestrial broadcasters and broadcasting satellite broadcasters. The results showed that broadcast 
hours by program type differed between a public broadcaster and private broadcasters, and between private 
terrestrial and private satellite broadcasters, implying that the operation of a public broadcaster and th
e introduction of satellite broadcasting have widened the range of programs available to the audience. Thi
s study also found that programming differed between terrestrial broadcasters and BS broadcasters related 
by ownership compared with programs transmitted via channels operated by broadcasters not related by owner
ship. Thus, the assumption that the media ownership rule enhances program diversity could not be confirmed
. Furthermore, the changes in the programming of terrestrial broadcasters were mainly brought by supply-si
de factors rather than changes in audience demands.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 日本の放送市場では番組の多様性を確
保するため、マスメディア集中排除原則と呼
ばれる放送局の所有規制が適用されている。
所有規制は欧米でも適用されているが、近年、
その効果についての検証が行われるととも
に、規制の見直しもなされている。一方、日
本ではこの規制の実効性についての検証は
これまで行われてこなかった。 
 
(2) 収入で測った放送や音楽の市場規模は
縮小傾向にあるが、市場の縮小が多様性を低
下させ、消費者の選択の幅を縮小させている
のか、あるいは、選択の幅に変化はないもの
の、特定の作品への需要の集中が低下してい
るのかについては明らかではなかった。 
 
(3) 放送や音楽の市場は縮小傾向にあるも
のの、BS 放送の導入や音楽のネットワーク配
信等、コンテンツを配信する媒体は増加して
いる。これらの媒体の増加が消費者の選択肢
の拡大に貢献しているのか、否かという媒体
間の関係についても分析されてはいなかっ
た。最近では、インターネットの普及によっ
て膨大な情報が飛び交うようになったが、果
たして消費者が多様な情報に接するように
なったのか、あるいは、情報を入手するため
の媒体の選択肢の増加に過ぎないのかにつ
いては、学術分野では議論されてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の主たる目的は、以下の３点である。 
(1) 現在適用されている放送局の所有規制
（地上放送局と BS 放送局間）が、実際に番
組の多様性向上に寄与しているのか、否かを
データにもとづき検証する。 
 
(2) 音楽と地上放送市場では、収入で測っ
た規模は縮小傾向にあるが、規模とともに消
費者の選択の幅も縮小しているのか、否かを
検証する。 
 
(3) 音楽市場における楽曲の提供は、従来
の CD やテレビ・ラジオに加え、インターネ
ットによる配信も一般化した。また、放送市
場においては、伝統的な地上放送に加え、衛
星放送やケーブルテレビが普及した。このよ
うなコンテンツを配信する媒体が増えるこ
とは、消費者の選択の幅を拡大しているのか、
あるいは、コンテンツの選択の幅には大きな
変化はないものの、媒体の選択肢が増加した
と解釈すべきなのか、どちらが当てはまるの
かを検証する。 
 
３．研究の方法 
(1) 第 1 の目的である所有規制の実効性に
ついては、2010 年の地上放送局と BS 放送局
の番組編成改訂前後の４か月を除く８か月
間で特別番組のない週を１週間ずつ選び出
し、プライムタイム（19 時台から 22 時台ま

で）における番組ジャンル別放送時間比率を
算出した。ここから、放送局や放送局の種別
ごとの番組編成の特徴が明らかになった。次
に番組ジャンルの乖離の程度を示す乖離指
数を算出し、資本関係のある放送局と資本関
係のない放送局で番組編成に相違があるの
か否かについて統計的検定を行った。 
 
(2) 第２の目的の放送の市場規模と多様性
との関係については、1987 年から 2010 年の
ビデオリサーチのデータをもとに番組ジャ
ンル別放送時間比率と視聴率比率を算出し、
その時系列変化を把握した。 
 音楽については、既存研究をもとに多様性
の定義を行った上で、日本レコード協会のデ
ータを使って、1970 年以降の日本の音楽市場
における多様性を計測した。 
 
(3) 放送市場における媒体の増加と多様性
との関係については、1985 年から 2010 年ま
でのプライムタイムの時間帯を対象に、BS 放
送の導入前後で地上放送の番組編成にどの
ような変化が生じたのかを分析した。 
 
(4) 音楽市場における媒体間の関係につい
ては、CD のシングルとアルバムの需要関数を
推定することで、それぞれの需要の決定要因
を明らかにした。また、CD販売とそのレンタ
ルの需要関数を連立方程式で推定すること
で需要要因の差異について分析を行った。さ
らに、音楽 CD とネットワーク配信の関係に
ついては、ハザードモデルを使ってネットワ
ーク配信におけるヒット要因を明らかにし、
CD のヒット要因との違いを示した。 
 

４．研究成果 
(1) 地上放送局の番組編成の分析の結果、
NHK では報道やドキュメンタリー番組に多く
の放送時間が割り当てられているのに対し、
民間放送局では芸能番組の比率が高く、両者
の番組編成には大きな差異があった。ここか
ら公共放送局と民間放送局という異なる性
格の放送局の存在、すなわち多元性の確保が、
多様性の向上に貢献していることが確認さ
れた。 
 
(2) 分析当時、NHK は３つの BS チャンネル
を保有していた。各チャンネルの垂直的番組
ジャンルの多様性（放送時間全体に占めるジ
ャンル別放送時間比率で測った番組ジャン
ルの集中度）は低いものの、チャンネル間の
番組ジャンルの重複が少ないため、３チャン
ネルを統合した垂直的多様性は高く、NHK の
場合、３チャンネル全体で番組ジャンルのバ
ランスが確保されていることが示された。 
 
(3) 民間の地上放送局と BS 放送局では、資
本関係にある放送局間の番組編成の重複が
少なく、視聴者の競合を避ける番組編成がと
られていたことが統計的な検定から示され



た。(2)の NHK の BS３チャンネルと民間放送
局の分析結果とを総合すると、複数のチャン
ネルの保有や資本関係にある放送局では、事
前に番組編成を調整することが容易であり、
競合を避けた結果、視聴者は多様な番組ジャ
ンルに接する機会を持つことが示された。今
回の分析は、ジャンルを単位とする分析であ
り、番組内容に踏み込んだものではないが、
ジャンルで測った多様性に関しては、所有規
制の実効性に疑問を呈する結果となった。 
 
(4) 1987年から2010年の地上放送局の番組
編成を分析した結果、ジャンル別視聴率比率
には大きな変化がないことが確認された。一
方、プライムタイムでは、芸能番組の放送時
間比率が高まっているのに対し、ドラマやス
ポーツ等の多くの番組ジャンルで放送時間
の減少がみられた。ジャンル別放送時間比率
の２乗和で計測した番組ジャンルの集中度
においても、1987 年の 0.091 から 2010 年に
は 0.176 に上昇し、特定の番組ジャンルへの
偏りが示された。視聴率比率の変化や放送時
間比率の変化の時期、ジャンル別番組制作費
用を考慮すると、番組編成の変化は、必ずし
も視聴者の嗜好の変化に対応した結果では
ないと判断される。 
 
(5) BS 放送では、地上放送において放送時
間が少なかった旅行・紀行番組やドキュメン
タリー番組に多くの放送時間を割り当てら
れており、BS放送の導入が多様な番組ジャン
ルに接する機会を提供したと解釈すること
ができる。一方、これまで地上放送で放送さ
れていたスポーツ番組等がBS放送に移行し、
その空いた放送時間が芸能番組で埋められ
るケースが多かった。このことは BS 放送を
視聴可能な視聴者にとって、BS 放送の導入は
番組ジャンルの選択の幅を広げたが、BS放送
が視聴不可能な視聴者には、多様性を低下さ
せたことを意味する。 
 
(6) 近年の音楽市場では、金額ベースでは
縮小傾向にあるが、その市場規模はヒットの
程度に大きく左右されることが、日本レコー
ド協会のデータから把握された。また、消費
者が入手可能な CD タイトル数は増加傾向に
あり、金額で測った音楽の市場規模は縮小し
ているものの、消費者の選択の幅の縮小には
至っていないことが明らかになった。 
 
(7) 音楽 CDの販売、レンタル、ネットワー
ク配信のヒット要因については、高い実績を
有するアーティストの楽曲はいずれの媒体
でもヒットすることが確認された。また、よ
り価格の高い媒体に高い実績を有するアー
ティストの需要が集中する一方、レンタルや
ネットワーク配信のような価格の低い媒体
では、新人アーティストや知名度が低いアー
ティストの楽曲にも一定の需要があること
が示された。 

関係者の間では音楽 CD のレンタルは、CD
販売にマイナスの影響を与えるという指摘
が従来からあった。今回の推定結果から、代
替的な関係もあるが、レンタルが存在してい
なかったならば顕在化しなかったであろう
需要も存在することが示された。 
音楽 CD のシングルとアルバム、CD 販売と

レンタル、CD販売とネットワーク配信との関
係についての分析から、消費者は価格水準を
もとに媒体を使い分けており、価格差のある
媒体の登場が、消費者が接する楽曲の幅の拡
大に貢献することが示された。 
 
(8) 放送と音楽市場の分析を総合すると、
新たに追加された媒体を利用する消費者に
とっては、媒体の増加がより高い多様性を享
受する機会を提供することになったが、１日
24 時間という物理的な供給制約を有する放
送市場では、媒体を超えた番組編成の変化に
より、新たな媒体を利用しない消費者の多様
性が低下していることも示された。 
また、音楽や放送市場に限らず、コンテン

ツ市場では、特定の作品に需要が集中する傾
向は媒体の増加後も存在している。多様性を
実際にどの程度享受するかは、これまでの供
給制約の問題から、消費者がいかに多くの情
報から自分の欲する情報・コンテンツを取捨
選択するかという消費者の行動にウエイト
が移っているものと考えられる。 
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